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市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
６
日
か
ら
６
月
２９
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
提
出
１６
議
案
（
報
告
２
件
含
む
）
と
議
員
提
案
の
３
議
案
の
審
議

が
行
な
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の
推
薦
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

        
 

                      

 

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
第
１
号
と
第
２
号
（
議

会
最
終
日
に
上
程
）
で
、
９
９
０

０
万
円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

県
支
出
金
（
２
２
０
０
万
円
）

と
基
金
繰
入
金
（
７
７
０
０
万

円
）
で
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
ま
す
。 

 高
齢
者
福
祉
事
業 

県
支
出
金
（
２
８
０
万
円
）
で
、

徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
、
認
知
症
検
査
、
後
見
人
制
度

の
Ｐ
Ｒ
な
ど
。 

 社
会
教
育
施
設
整
備
事
業 

県
支
出
金
（
７
９
０
万
円
）
で
、

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
社
会
教

育
施
設
の
整
備
計
画
を
立
て
る

た
め
の
基
礎
調
査
。 

 住
宅
耐
震
性
向
上
事
業 

県
支
出
金
（
１
１
３
０
万
円
）

と
基
金
繰
入
金
（
５
９
０
０
万

円
）
で
、
木
造
住
宅
耐
震
補
強
へ

の
助
成
な
ど
。 

昨
年
度
末
、
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
国
の
助
成
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
市
独
自
で
助
成
額

を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
対
象
件

数
を
倍
増
。 

 災
害
支
援
事
業 

基
金
繰
入
金
（
２
５
０
０
万

円
）
で
、
東
日
本
大
震
災
救
援
の

た
め
支
援
し
た
備
品
や
消
耗
品

の
補
充
。 

 

子
育
て
支
援
事
業 

基
金
繰
入
金
（
６
３
０
０
万

円
）
で
、
節
電
対
策
と
し
て
の
企

業
の
就
業
日
変
更
に
よ
り
、
土
日 

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
公
立･

民
間
保
育
所
の
運
営
費
用
。 

 

家
庭
版
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業 

基
金
繰
入
金
（
２
５
０
万
円
）

で
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
な
ど
家

庭
等
で
の
前
年
度
比
１５
％
節
電

に
取
り
組
む
費
用
。
ま
た
達
成
家

庭
へ
の
報
償
品
費
。 

 津
波
対
策
事
業 

基
金
繰
入
金
（
７
７
０
万
円
）

で
、
防
災
関
係
者
の
現
状
視
察
及

び
避
難
場
所
確
保
等
の
た
め
の

基
礎
調
査
。 

 災
害
復
興
支
援
事
業 

基
金
繰
入
金
（
１
５
０
万
円
）

で
、
被
災
地
応
援
を
市
民
み
ん
な

で
取
り
組
む
（
『
オ
ー
ル
袋
井
』

体
制
）
支
援
策
の
協
議
費
用
。 

 抜
本
的
な
防
災
予
算
を 

今
回
の
補
正
は
、
防
災
関
連
を

中
心
と
し
た
も
の
で
す
が
、
津

波･

液
状
化･

原
発
な
ど
に
対
す

る
具
体
的
対
策
は
、
実
に
不
十
分

で
あ
り
、
き
わ
め
て
小
規
模
な
追

加
予
算
で
す
。 

日
本
共
産
党

は
、
２
月
議
会

の
当
初
予
算
に

つ
い
て
の
討
論

で
『
今
予
算
編 

男
女
共
同
参
画 

推
進
条
例
の
制
定 

今
な
お
多
く
の
分

野
で
、
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意

識
や
そ
れ
に
基
づ
く

制
度
・
慣
行
が
存
在
し
、

社
会
活
動
に
お
け
る

参
画
の
機
会
や
行
動

に
制
約
を
与
え
て
い

る
状
況
で
す
。 

男
女
が
自
ら
の
意

思
に
よ
っ
て
、
個
性
と

能
力
が
発
揮
で
き
、
と

も
に
責
任

を
分
か
ち

合
う
、
男 

 

  成
が
地
震
の
発
生
前
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、
今
後
し
っ
か
り
し
た
補
正
予

算
を
組
む
よ
う
』
強
く
要
望
し
ま

し
た
。 

す
ぐ
や
れ
る
こ
と
、
必
要
な
こ
と

へ
の
予
算
措
置
さ
え
も
講
じ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
抜
本
的
で
大
幅

な
防
災
関
連
予
算
が
必
要
で
す
。 

 

国
の
財
政
的
措
置
が
当
然 

特
殊
な
方
へ
の
、
一
時
的･

特

殊
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
保
育
所

の
土
日
保
育
の
実
施
に
あ
た
り
、

市
が
す
べ
て
財
政
負
担
す
る
の

は
お
か
し
な
話
し
で
す
。 

国･

県
の
財
政
負
担
が
当
然
で

す
。
厚
労
省
か
ら
は
「
子
ど
も
安

心
基
金
」
を
使
っ
て
の
補
助
通
知

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
財
源
更
正
が
行
わ
れ

ま
す
。 

女
共
同
参
画
の
推
進
に
取
り
組

む
決
意
を
表
し
ま
し
た
。 

 

労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正 

労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン

ラ
イ
フ
）
の
管
理
を
、
指
定
管
理

者
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
改
正
。 

 幼
稚
園
預
か
り
保
育
料 

徴
収
条
例
の
一
部
改
正 

幼
稚
園
で
、
夏
休
み
な
ど
長
期

休
業
中
に
預
か
り
保
育
を
実
施

す
る
の
に
伴
い
、
保
育
料
を
日
額

１
０
０
０
円
と
定
め
る
。 

  

 

Ｊ
Ｒ
と
工
事
委
託 

 

袋
井
駅
南
北
自
由
通

路
及
び
橋
上
駅
舎
化
の

工
事
委
託
を
、
東
海
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ

Ｒ
東
海
）
と
、
２９
億
３

０
０
万
円
で
締
結
す
る

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。 

 

平
成
２６
年
秋
、
新
駅

の
供
用
開
始
を
め
ざ
し

ま
す
。 

 

厨
房
機
器
売
買
契
約 

 

豊
沢
地
内
に
建
設
さ

れ
る
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
厨
房
機
器
一
式

に
つ
い
て
、（
株
）
ア
イ

ホ
ー
名
古
屋
支
店
と
、

５
億
９
８
５
０
万
円
で

購
入
す
る
契
約
の
締
結

を
議
決
し
ま
し
た
。 

農
業
委
員
の
推
薦 

 

議
会
と
し
て
次
の
方
々
を
、
農

業
委
員
に
推
薦
し
ま
し
た
。 

兼
子 

春
治
氏 

近
藤
眞
由
美
氏 

竹
原 

和
義
氏 

村
松 

 

尚
氏 

 防
災
特
別
委
員
会
の
設
置 

 

防
災
計
画
の
見
直
し
に
係
る
提

言
を
目
的
に
『
防
災
対
策
特
別
委

員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

意
見
書
の
提
出 

◎
原
子
力
発
電
所
の
安
全
対
策

の
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

◎
茶
の
放
射
性
物
質
検
査
に
関

す
る
意
見
書 

  
 

 
 

         

 

使途区分 金額 割合 備考 

研究研修費 １０２，６６０円 17.1% 研修会参加費など 

資料購入費 １７，４００円 2.9% 『住民と自治』等の購入 

広報広聴費等 ４７９，９４０円 80.0% 『議会報告』の発行経費 

計 ６００，０００円   
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